
つ
て
、
勝

手
な
行

動
を

と
る

も
の
は

一
人
も
な

く
、
皆
眞
面

目
に
勉
強

さ

れ

た
。
そ
し
て
充

分

の
滿

足

を
得

て
歸

ら
れ
た
。
寄
宿

の
會
員
達

の
中

に

も
、
業
を
休

む
程
の
病

人

も
出
來
ず

、
無
事

に
修

了
し
た

の
は

吾

々
の
喜

び

に
耐

え
ぬ
處

で
あ
る
、
希

く
は
第

三
回
の
時

も

こ
れ
以

上
の
好
成
績
を

擧
け
た
き

も
の
で

あ
る
。

澁
温

泉
洋
畫

講
習
會
　
(第
二
部
)

長
野
市
有
志
の
發
起
に
か

ゝ
る
同
講
脅
會
は
、
八
月

一
日
よ
り
開
會
十
四

日
無
事
閉
會
し
た
、
會
す
る
も
の
三
府
十

一
縣
五
十
餘
名
、
專
ら
戸
外
の

寫
生
を
な
し
好
成
績
を
收
め
た
と
の
こ
とで
あ
る
が
、
未
だ
詳
細
の
報
告
達

せ
ざ
れ
は
委
細
は
次
號
迄
待
た
れ
た
し
。

常
盤
會
夏
期
講
習
會

▼
大
阪
府
女
子
師
範
學
校
卒
業
生
團
體

な
る
常
盤
會
に
て
は
、
吾
等
の
來

阪
を
機
と
し
て
、
そ
の
第

三
回
の
夏
期
講
習

の
課
目
を
水
彩
畫

と
し
、
八

月

一
日
よ
り
十
日
間
同
校
内
教
室
に
於

て
開
會
す
る
こ
とに
な

つ
た
。

▼
同
校
長
に
し
て
常
盤
會

の
會
長
た
る
大
村
氏
は
、
夙
に
教
育
上
洋
畫

の

成
綾
良
好
な
る
を
認
め
、
今
迄
圖
畫
は
日
本
畫
で
あ
つ
た
の
を
、
昨
年
來

洋
畫

に
改
め
ら
れ
た
　

そ
し
て
女
子
の
技
藝
と
し
て
水
彩
畫

が
最
も
適
當

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
、
今
囘

こ
の
催
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

▼
桃
山
に
開
く
本
會

の
講
習
會
は
尤
も
大
切
な
も
の
で
、
私
は
そ
の
方
に

全
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
は
言
ふ
迄
も
な

い
こ
とで
あ
る
、
夫
故
會
期
が
同

じ
で
あ
れ
ば
出
席
出
來
ぬ
旨
を
申
通
じ
た
處

、
桃
山
と
は
殆
と
隣
り
位
ひ

の
近
さ
で
あ
る
か
ら
、
タ
ト

へ
一
日

二
時
間
丈
け
で
も
出
席
し
て
貰

い
た

い
と
會
長
か
ら
の
請
求
で
あ
る
。

▼
昨
年
靑
梅
に
始
め
て
水
彩
畫

の
講
習
會
を
開

い
た
時
に
は
、
會
員
の
中

に
婦
人
は

一
人
も
な
か
つ
た
、
こ
の
春
、
長
野
の
講
習
會

に
は
僅
か
に
二

名
を
數

へ
た
、
由
來
こ
の
や
う
な
趣
味

の
缺
乏
し
て
ゐ
る
大
阪
に
於
て
、

特
に
嬬
人
の
み
の
會
で
あ
る
か
ら
、
精

々
二
三
十
名
の
會
員
で
あ
ら
ふ
と

思

つ
た
。

▼
會
員

も
少
數
で
あ
ら
う
し
、
男
子
師
範
の
田
中
教
諭

と
女
子
師
範

の
靑

木
教
諭

と
が
親
し
く
教
授
の
任
に
あ
た
り
、
私
は

一
時
間
の
講
話
、

一
時

間

の
見
廻
り
丈
け
で
よ

い
と
い
ふ
こ
とで
あ
る
し
、
且
會
員
は
何
れ
も
現
に

小
學
校
教
育
に
從
事
し
て
い
る
人
達
で
あ
る
と
の
話
ゆ

へ
、
こ
れ
等
の
人

達
に
趣
味
を
傳

へ
る
こ
と
は
、

や
が
で
多
數

の
兒
童

に
感
化
を
及
ほ
す
べ

き
、
最
も
有
益
の
事
業
で

あ
る
や
う
に
考
が

へ
た
か
ら
、
兎
に
角
出
席
す

る
事
に
回
答
を
し
て
置
た
。

▼
さ
て
大
阪
に
着
し
て
講
習
の
方
針
を
極
め
た
、
會
員
申
込
數

九
十
名
に

近
く
、
豫
想
よ
りも
多
數
で
あ

つ
た
、
尤

も
市
内

の
小
學
校

に
居
ら

る
人
達

は
宿
直
が
あ

つ
て
毎
日
出
席
は
出
來
ぬ
と
の
事
、
夫
で
も
七
十
名
位
ひ
は

あ
る
、
午
前
七
時
よ
り
八
時
迄
講
話
、
八
時
か
ら
十

一
時
迄
實
習

、
午
後

は
白
習
と
し
、
第

一
日
は
開
會
式
に
續

い
て
講
話
を
な
し
、
第
二
日
は
鉛



筆
寫

生
、
第
三
日
第
四
日
は

一
色
畫
寫

生
、
第
五
日
よ
り
第

九
日
迄

五
日

間
水
彩
畫
寫

生
、
第
十
日
は
批
評
會
、
次
で
閉
會
式
、
茶
話
會
と
い
ふ
こ
と

に
决

し
た
、
そ
し
て
講
話
は
其
日
の
實
習
と
常
に
聯
絡
を
保

つ
や
う
に
、

順

序
に
拘
は
ら
ず
進
め
て
ゆ
く
と
し
た
。　

.

▼
第

一
日
の
講
話
は
繪
畫

と
婦
人
と
の
關
係
、
自
然
美
論
、
第

二
日
は
鉛

筆
畫

法
、
第

三
日
は

一
色
畫

法
、
第
四
日
は
墨
繪

の
戸
外
寫
生
法
、
第
五

日
よ
り
第
八
日
迄
は
水
彩
畫
法
に
し
て
、
重
に
色
彩
に
つ
い
て
話
し
、
第

九
日
に
は
西
洋
繪
畫

史
の

一
般
を
述
べ
て
講
話
を
終

つ
た
。

▼
實
習

の
モ
デ
ル
は
書
物
、
イ

ン
キ
壺

、
ラ
ケ
ツ
ト
、
ボ
ー
ル
、
茄
子
、

胡
瓜
、
南
瓜
、
桃
、
日
向
葵
、
百
合
、
コ
ツ
プ
等
で
あ

つ
た
。

▼
第
二
日
に
は
多
少
遲
參

者
が
あ
つ
た

が
、時
間
の
勵
行
を
望
ん
だ

ゝ
め
、

第

三
日
よ
り
は
會
員
は
定
刻
に
必
ず
集
ま

つ
た
、
人
力
車
で

一
時
間
も
か

ゝ
る
と

い
ふ
遠
方

の
人
に
は
聊

か
氣
の
毒

に
思

つ
た
。

▼
實
習

の
時
間
は
十

一
時
に
終
る
筈
で
あ
る
が
、
會
員
は
皆
日
本
畫

の
素

養
は
あ

つ
て
も
水
彩
畫

は
初
め
て
ゞ
、
殊
に
寫
生
は
曾
て
試
み
た
事
も
な

い
人
が
多
く
、
爲
め
に
熱

心
な
人
達
は
、
午
後

の
四
時
頃
迄
も
席
を
離
れ

ず
勉
強
し
て
ゐ
ら
れ
た
。

▼
第

一
日
の
講
話
を
修

つ
て
後
、
印
刷
物

の
參
考
品
を
見

せ
、
第

六
日

の

午
後
に
は
、
私
の
寫
生
畫

百
餘
枚
を
見
せ
て

一
々
説
明
を
し
た
、
多
少
會

員

の
心
を
動
か
し
、
熱

心
の
度
を
増
進
さ
せ
た
や
う
に
思
は
れ
た
。

▼
十
日
に
は
田
中
氏
の
黑
板
畫

の
講
話
が
あ

つ
て
、
後
會
員
製
作
品

の
批

評
を
し
た
、

一
人
八
枚
は
必
ず
描

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
五
百
枚
以
上
の

作
品
が
あ
る
筈
で
あ
る
に
、
陳
列
さ
れ
た
の
は
其
半
數

に
も
滿
た
な
か

つ

た
、
二
れ
は
謙

遜
と

い
へ
ば
夫
迄
で
あ
る
が
、
か

ゝ
る
處

へ
進
ん
で
出
陳

し
て
批
評
を
受
け
る
覺
悟
が
な
く
て
は
進
歩
は
覺
束
な

い
こ
とと
思

つ
た
。

▼
十
日
の
午
後
に
は
閉
會
式
が
あ
つ
た
、
君
ヶ

代
に
初
ま
り
君
ヶ
代
に
終

つ
た
、
報
告
に
よ
れ
ば
、
修
業
證
書
を
受
け
し
も
の
七
十
名
に
近
く
、
半

は
女
子
師
範

の
卒
業
生
、
半
は
高
等
女
學
校

の
卒
業
生
で
あ
る
、
そ
し
て

出
席
比
例
は
百
分
の
九
七
、
二
二

で
、
曾

つ
て
例

の
な
い
好
成
績
で
あ
る

と
の
こ
とで
あ
る
。

▼
閉
會
式
が
濟
ん
で
か
ら
茶
話
會
が
あ

つ
た
、
講
師
と
來
賓
と
の
談
話
溝

濟
ん
で
後
、
會
員
の
唱
歌
、
ビ
ア
ノ
、
獨
唱
、箏
曲
等
の
演
奏
が
あ
つ
た
、

猶
絵
興
の
數

々
が
黑
板
に
記

さ
れ
て
あ

つ
た
が
、
私
は
桃
山

の
方
の
會
員

の
寫
生
地
を
見
廻
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
た
め
中
途
で
席
辭

し
た
。

▼
會
長
大
村
氏
、
教
諭

田
中
、
靑
木
兩
氏
、
并
び

に
常
盤
會
幹
事
諸
氏
の

熱

心
に
よ
つ
て
、
此
講
脅
會
も
頗

る
満
足
な
成
績
を
見
て
無
事
に
終

つ
た

の
は
私
の
最
も
喜
び
と
す
る
處
で
あ
る
、
猶
會
員
の
内

三
四
の
人
は
引
續

い
て
桃
山

の
會

へ
も
出
席

せ
ら
れ
、
群
集
の
中
を
進

ん
で
戸
外
寫
生
を
試

み
ら
れ
し
、
其
勇
氣
と
熱
心
に
は
心
よ
り
敬
服
し
た
、
そ
し
て
こ
の
分
に

て
は
將
來
大
阪

に
於
て
水
彩
畫

の
普
及
は
决
し
て
空
望
で
は
な

い
と
い
ふ

こ
と

を
固
く
信
じ
た
の
で
あ
る
(
汀
鴎
)

　
　
　
　
澁
温
泉

よ
り

▽
丸
山
氏
の
通
信
に
曰
く
「
今
年
は
長
谷
川
君
は
呑
ま
れ
ぬ
無
事
な
り
」
と

書

い
て
紫
色

の
大
蛇
が
鎌
首
を
上
け
て
ゐ
る
圖
が
あ
る

▽
又
曰
く
「
地
獄
谷
の
夜
景
、
天
然

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
壯
觀
極
」
と
下


